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海外大学との効果的なオンラインプログラム実施に関する考察

一国立六大学と AUNとのプログラムを事例として一

稲森岳央

A Study on the Effective Implementation of Online Programs with Foreign Universities: 

The Case of the online program between the Six National Universities and AUN 

Takao INAMORI 

要旨

本研究は、令和 4年 10月、国立六大学連携コンソーシアム（千葉大学、新潟大学、

金沢大学、岡山大学、長崎大学、熊本大学）とアセアン大学ネットワーク (AUN:

ASEAN University Network)加盟大学の学生に対して実施された、「過疎化・地方再生」

をテーマとしたオンラインプログラムを事例とし、効果的なオンランプログラムの方

法について考察したものである。一般的に、参加費がかからないプログラム、参加者

間の語学レベルに大きな差がある場合、辞退者が多く出たり、満足度が低いプログラ

ムになりがちである。しかし、本研究を通じて、①参加者の興味関心高いトピック、

②日本人学生にとってアドバンテージがあるトピック、③グラウンドルールを設定す

ることで、効果的なグループワークと深い学びのあるプログラム蓮営が実施できるこ

とが明らかになった。

キーワード：オンラインプログラム、国際交流、グループワーク、グラウンドルール

1. はじめに

2014年に始まったスーパーグローバル大学創生支援事業 (SGU) により、各採択大

学は独自の構想により国際化を推進してきた。しかしながら、 2019年に発生した新型

コロナウィルス感染症の影轡により、学生の派遣と受入は事実上不可能となった。こ

れらの状況に対応するため、オンラインで日本と海外の学生をつなぎ、協働、共修す

るプログラム COIL(Collaborative Online International Learning)型教育が注目を浴び始

めた。 COIL型教育は、経済的な負担、時間的な拘東を大きく受けることなく、

コミュニケーション、多文化共生の学び、語学力向上をさせること
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う PBL(Project Based Leaming)型学習を採用したが、正課内教育の一環として行う

COIL型プログラム (O'Dwod,2017) ではなく、学期期間中に任意参加で行うオンライ

ンプログラムとして実施された。

2. 国立六大学連携コンソーシアムと AUNの交流

国立六大学連携コンソーシアム（以下、国立六大学）は、旧六医大である千葉大学、

新潟大学、金沢大学、岡山大学、長崎大学及び熊本大学が、教育・学術研究・社会貢

献等の機能を一層強化し、グローバル社会をリードする人材育成の推進と学術研究を

高度化することを目的として、 2013年 3月に設立された（国立六大学連携コンソーシ

アム， 2022)。

AUNは、 1992年第 4回ASEANサミットで提案され、 1995年設立された国際大学連

合である（首藤， 2015)。世界各地域と学生や研究者交流、共同研究を積極的に実施し、

地域内の人材育成開発に取り組んでいる。 AUNを核とした ASEAN+3 University 

Network (AUN加盟大学に日本 10大学、中国 5大学、韓国 6大学の合計 3カ国 21大学

を加えたネットワーク）には、 現在、 51大学が加盟している (AUN,2022)。

2013年、国立六大学と AUNは、さらなる国際化とアセアン諸国との学生交流の活

性化を目指し、 MOUおよび学生交流協定を締結し、学生交流を開始した。 2014年か

らは、夏季の派遣プログラムが開始され、 2019年度までに 92名を派遣している。同様

に受入プログラムも実施されていたが、受入を推奨するための奨学金を確保すること

が難しくなり、 2017年度以降、実施されていない。

国立六大学と AUNの学生交流は、コロナ禍の影響により、 2020年度は途絶える結

果となった。この学生交流の停滞を打開するため、 2021年 10月、本学が推進する

SDGsをテーマとした日本-ASEANSDGs研修コース「日本の文化と生物多様性をユネ

スコエコパークから学ぶ」（主催金沢大学）を 5日間（オンライン講義・交流 2回とオ

ンデマンド講座 3本で構成）実施。 2022年 3月には AUNと国立六大学の共催で異文

化交流プログラム「ASEAN-JapanVirtual Cultural Exchange Programme 2022」をオンラ

インで 3日間実施した。 Virtualと名付けた通り、 ZOOMに加え、アバターを使用して

コミュニケーションができる GatherTownをプラットフォームとして利用し、深い学

びと交流を実現することができた。一方、本プログラムで出席率 75％を満たした修了
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3. プログラム内容

2022年度のプログラムは、岡山大学が担当することとなり、 2022年 10月 11日～14

日までの四日間、オンラインプログラムを実施することとなった。参加学生の定員は

65人。割り当ては AUN加盟大学の学生に 50人、国立六大学の学生に 15人とし、日

本の事例を用いて、 ASEAN地域の学生に学んでもらい、国立六大学の学生が日本に関

する情報ソースとして活躍できる設定とした。プログラムの詳細は、以下のような流

れでデザインされた。

3.1. テーマ

テーマは、岡山県の過疎化、地方再生について学んでもらう内容とした。当初、派

遣担当教員による「日本に関連するオムニバス講義」等も検討されたが、より深く学

んでもらうために「視覚的に学ぶ教材が必要」という結論に至った。これにより、本

学が既に複数作成していた英語字幕付きの SDGsをテーマとした学習用動画を利用す

ることとなった。自然環境、茶道、禅等複数ある動画教材から、最も興味関心が高い

と思われる地方再生、過疎化に関する動画を選択し、本プログラムのテーマとした。

官民協働による歴史ある町づくり一矢掛町
The C,-,,tionヽ,f.,Town＼ヽiththセ 9990IX~r.1ti9999 of t hビ g999•ernm9•n t and p990pl9• -Yak99gt 

写真 1:学習用動画「官民協働による歴史ある街づくり一矢掛町」のスクリーンショット

本動画は、①導入、②課題、③インタビューと英語字幕が入った 3本の動両で構成

され、自主学習ができる内容となっている。



－  130  －

稲森　岳央

3.2. プログラムの目的

このプログラムの目的は、過疎化に関する講義を受講後、グループワークを通じて

「岡山もしくはそれ以外の過疎化地域（国）を選び、課題を分析し、解決策を策定す

る」というものである。これは、これまでのオンラインプログラムのアンケート結果

から、参加学生はオンライン講義よりも、海外の学生との交流や共修を期待している

ということを把握していたためである。

3.3. プログラムの構成

プログラムは 4 日間で構成され、初日に開講式、オリエンテーションと岡山県の過

疎化に関する同期型授業の実施。加えて、過疎化、地方再生に関する自己学習用動画

を視聴し課題として提出。 2~3日目は、 10~15分程度、レビューと導入を兼ねた同期

型授業実施後、グループワークを行い、過疎化に関する情報収集、分析、解決策の策

定を行わせることとした。グループワークでは、「政府の支援」、「企業の誘致」といっ

た安易な解決策ではなく、「どのようにすれば、政府の支援が受けられるのか？」、「ど

のようにすれば企業誘致ができるのか？」まで考えることを課した。また、グループ

ワーク時、担当教員がブレイクアウトルームの巡回、メインルームでの質疑応答によ

る学習支援。最終日 4日目、閉校式と各グループ 5分間のプレゼンテーションを実施

することとした（図 1)。また、任意参加で最終日のプログラム終了後、各国の特色あ

る食事を持ち寄り、食事をしながら交流をする場 (Cross-culturalmeal) を設けた。

3.4 グラウンドルールの設定

2022年 3月に実施したプログラムでは、議論にうまく参加できない日本人学生が、

そのまま取り残されている状況を目にした。また、英語力の低さを理由に初日に辞退

を申し出た学生もいた。よって、本プログラムではそのような状況を避けるために、

グラウンドルールを設定した。グラウンドルールとは、ワークショップや研修を実施

する際に、スムーズな進行をするための約束事である。このプログラムで設定したの

は以下の 7つである。

A)お互いを尊重すること
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Understanding depopulation issues and rural development 

from cases of rural area in Okayama prefecture in Japan 
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プログラム構成

一一 一Real time lecture 1 

Orientation -lecture -

icebreaking -grouping --r• 9. 
夕

Online group work'Su四 isodby Dr. Ina函

Data collection & analysis -Finding issues & 

measures -Preparation for final presentation 

《
I

Realtime lecture 2 

Grau p present;it1on-

Wrap-up session 

Date &time Contents | 

匿璽

三
一一

1. Opening remarks (Dr Choltis DHIRATHITI, Executive Director, AUN) 

2. Message (Prof. Takahoshi SUZUKI, Executive Director, SixERS) 

3. Real-time lecture (Dr Takao INAMORI, Okayama University) 

-Orientation, lecture, lcebreaking and grouping 

Watching on-demand video material and completing the assignment 

1. Data collection and analysis by Group work 

2. Figure out issues and countermeasures in depopulated a「easin Japan and ASEAN 

countries. 

3. Prepare PowerPoint slides to explain the issues and countermeasures 

*Break-out room for group work will be provided between 16:00-19:00 

•*Dr.I NAM ORI will supervise the group work during the time. 

1. Real-time lecture (Group presentation, Wrap-up session) 

2. Message (Dr Choltis DHIRATHITI、ExecutiveDirector, AUN) 

3. Closing remarks (Prof. Takahoshi SUZUKI, Executive Director, SixERS) 

(Optional) Cross-cultural meal 

図1 プログラムフライヤーとプログラム構成
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4. 応募者の所属と選考結果

参加を呼び掛けるための広報は、 AUN事務局を通じ、 AUN加盟 30大学に対して行

われた。 400名近くの応募があった 2021年度の経験に基づき、 SNS等を利用した広報

活動は行わなかった。しかしながら、 AUN側からは 133名の応募があった。

応募者の内訳は、フィリピンのアテネオ・デ・マニラ大学、フィリピンのマレーシ

ア国民大学、ベトナム国家大学、シンガポールマネジメント大学、シンガポール国立

大学で、約 8割を占めた。その後、志望動機を確認し、 78名を合格者（内、国立六大

学は 11名）とした。募集定員の 65名を超えて採用したのは、無料オンラインプログ

ラムで起こりがちなキャンセル、不参加者を想定したためである。合格した 78名の内

訳は、アテネオ・デ・マニラ大学、マレーシア国民大学、シンガポールマネジメント

大学で約 7割を占めた。選考に際しては、当初、語学力を選考の基準として採用する

予定であったが英語ネイティブとしてスコアを提示しないケースも多く、基準として

除外した。

シンがポール

国立

5% 

図2 申込者内訳 (N=133)

5. グループの構成

図3 合格者内訳 (n=78)

プログラムの実施に際して、グループ分けを行った。活発な議論とグループワーク

が行える環境づくりのため、 5名程度のグループを計画していたが、最終日のプレゼ

ンテーションの進行を考え、 10グループ（各グループ 7~8名）で実施することとした。

グループを分ける際は、参加者ができるだけ多様になるように、同じ大学の学生が

固まらないように配慮した。また、国立六大学の学生に関しては、語学力の高い学生

と低い学生を同じグループにしないようにした。これは過去の経験から、語学力の高

い日本人学生がいた場合、語学力の低い学生が静かになってしまう可能性が高いと判

断したためである。なお、日本人学生の CEFRのレンジは Blから Clであったが、 Bl

とB2が多かった。
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6. 結果と評価

プログラム終了後、 4日間中 3H間参加した学生を修了者とし、修了書を発行した。

本プログラムの未修了者、辞退者は少なく、修了率が高いオンラインプログラムとな

った（表 1)。全体では、修了率は 75.6%。初 Hに参加した学生のみを対象とした場合

の修了率は 93.7％であった。国立六大学からの参加学生に関しては、初 Hに参加しな

かった学生 l名を除き、全員が修了した。

項目

表 1 参加者数と修了率

全体

78名

63名

59名

19名

75.6% 

93.7% 

合格者

初日参加注）

修了者

未修了者（途中辞退者 1名を含む）

修了率 a （修了者数／合格者数）

修了率b（修了者数／初日参加者）

注）動画視聴による補講参加学生 3名を含む

国立六大学

11名

10名

10名

1名

90.9% 

100.0% 

プログラム終了後、アンケートを実施した結果、参加者の内 48名からフィードバッ

クがあった。初日に参加した 63名を犀数とした回答率は 76.2%。テーマ「岡山の過疎

化と地方再生」を通じて少子化や人口減少について理解を深めたか？という問いに関

しては、全員が肯定的（「とてもそう思う」および「そう思う」）な意見を選んだ（図

4)。また、グループワークを通じた学びについても、 9割以上が肯定的な意見を述べ

た（図 5)。

グループワークは、一部にタスクが集中したり、不公平感が生まれやすくなること

もあるため、「個々のタスクを明確にする」ことを指導したが、グループワーク時の負

荷に閑して意見が分かれた（図 6)。出身大学を確認したところ、普段からグループワ

ークを多くしていると思われるシンガポールマネジメント大学の学生は、全員が「あ

まりそう思わない」もしくは「全くそう思わない」と回答した。一方、日本人学生は、

全員が「とてもそう思う」もしくは「そう思う」と回答した。グループワークを通じ

て実施した最終日のプレゼンテーションの満足度に関しては、 84％が「とてもそう思

う」もし J
 ゜

ょ
つ しかつ と

る日程と る と
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その他、自由記述のコメント欄を設けたが、全体的にプログラムに対して肯定的な

ものが多かった。一方で、少数ではあったが、グループワーク時の意見の衝突、講義

とグループワークの割合に閑する提案、週末や休暇時開催の提案等の意見もあった。

図4 人口減少の問題について理解を深めた

(n=48) 

とても

竺、しう‘--r19△ そう6:`う

図6 グループワークは大変だった
(n=48) 

あまりそう思わない

8% -----

図8 10月初旬のオンライン講座は参加しやすい
(n=48) 

どちらでもない

4% 

あまりそう

思わない

2% 

図5 講義やグループワークを通じて

新しいことを学んだ (n=48) 

あまりそう思わない

ない

8% 

4% 

全くそう思わない

乙~ 4% 

図7 自分たちのプレゼンに満足している
(n=48) 

図9 16~19時 (JST) の時間は参加しやすい

(n=48) 
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7. 考察

本プログラムは、岡山や日本の過疎化、地域再生をテーマとして学びつつ、日本人

のプログラム修了率を向上させるをことに焦点をあてプログラムのデザインを行った。

その結果、 AUN加盟大学の学生および国立六大学の学生ともに、満足度が高く、修了

率が高い結果となった。その理由について、プログラム終了後、参加学生に対して個

別に行ったフォローアップ調査 (6名）の結果等を含めて考察をした。

7. 1. 修了率や満足度が高かった理由

これらは参加学生のモテイベーションが最後まで継続したことが影響したと推測し

た。参加費用は無料であるため、途中で参加を止めても無駄な支出は生じない。この

ため、一般的に参加無料のオンラインプログラムでは、当日のキャンセル多かったり、

修了率が低くなる傾向が、過去の経験からも分かっている。

しかしながら、今回は、プログラムのテーマが、①参加学生にとって興味深い内容

であったこと、②初日から形成したグループ活動が順調に進んたことが、参加学生の

モテイベーションにプラスの影欝を与えたと判断した。これらの活動通じて得られる

知識と経験、加えて、③国立六大学と AUNが発行する修了証も少なからず、参加学生

のモテイベーションに影騨を与えたと考える。

マレーシアに関しては、学期間で授業がない時期であったことが分かっているが、

それ以外は、学期期間中であり、授業や課外活動がある中での開催となった。今回特

徴的だったのは、事前に遅刻や早退の連絡をして、授業や所用の合間を縫って、参加

する学生が多かったという点である。そのような多忙な中、最終発表に向け、グルー

プメンバーとともに成果品である発表用スライドづくりに取り組んだ。グループワー

ク時も、各々のタスクを明確にして、黙々と作業をしている様子が見られた。

①のテーマあるが、予備知識がなくても入りやすいテーマであり、議論がしやすい

ことが影響していたようである。シンガポールや日本のように少子化の問題が明確に

なっている国もあるが、フィリピンやマレーシアのように、それらがあまり顕在化し

ていない国もある。しかし、ライブ授業や学習用動画、参加学生が提供する情報をも

とに、議論をすることが容易となった。

さらに、日本人学生にとっては、同期型授業や学習用動画で取り扱っている情報が

つ と
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表 2 グループワークに選択した過疎化地域（国）

グループ番号 過疎化地域（国）名

1 新潟県

2 タイ

3 熊本県山鹿市

4 マレーシア・パパン注）

5 岡山県

6 岡山県矢掛町

7 秋田県

8 岡山県矢掛町， 岡山県矢掛町

1 0 シンガポール

注）かつて鉱業で栄え、現在は過疎の町として有名となったペラ州の町

-m•«>•"''"ヅし｀匹匹rn≫r.,こ9紐
wu. ＂' ’""＂士9 C99•’’ " U` ．こ999

● 99-""’'”`"'" ’”~9V —’“‘”"” 
bmm m土• ・ ｀nmmコ匹9kmn

• ““rm m mサ・ヤっ・ •m血•`

• 区匹9匹＂｀h憎99 疇ぶ• :

AKJTA 
PREFECTURE -
Depopulation 

写真2 最終日プレゼンテーション

7.2. グラウンドルールの効果

語学力が弱い日本人学生を念頭に設定したグラウンドルールであるが、少数ながら

「他人の意見を尊重しないメンバーがいた」、「語学レベルがバラバラで、意見を求め

てもうまく回答できない参加学生がいた」という意見もあり、プラスに影響しなかっ

たという解釈もできる。しかしながら、多くの参加学生がグループ活動やプレゼンテ

ーションに満足したこと、 WEBカメラをオフにすることなく積極的に参加していたこ

と、 Blレベルの H本人学生が、プログラムに満足し、ネイティブレベルが多かったグ

ループの中で、苦労しながらも、注意深く相手の発言を聞き、明確に発言するように
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努めた結果、「前より英語を話すことが恥ずかしくなくなった」とコメントをしたこと

からも分かるように、グラウンドルールが、効果的なグループワークに貢献したと解

釈できると考える。上記のネガティブなコメントも、「グラウンドルールがあるのに他

人の意見を尊重しなかった」、「グラウンドルールに従って意見を求めたが、うまくい

かなかった」と、グランドルールをルールとして認めていたが故のコメントであろう。

また、プログラム中の様子から、「グラウンドルールに従うことが正しい（望ましい）」

という意識が、参加者間で共有されていたという判断した。

7.3. 効果的なオンラインプログラム実施のための工夫

COIL型プログラムの事例となるが、お茶の水大学 (2022) では、「COILの成功に向

けたエ夫」として以下の項目を挙げている。

A) 日本と海外の大学とで学生に同一の課題を課す

B)共同発表・準備など、学生が共同で行う作業を課す

C)発表や意見交換の際に、日本と海外混合の小グループを作る

D) ウェブ上の掲示板、 SNSなどを活用し、授業外で交流できる環境を作る

E) オンライン通訳・翻訳機能を活用する

F) 時差がある場合は、同期型授業ではなく、オンデマンドの動画を使用したり、

SNSなどテキストで意見交換したりする

G)グループ討議に、学生のファシリテーターを割り当てる

今回実施したオンラインプログラムでは、 D)を除き、すべての項目を満たした活動

を行った。一方、 D) に関しては、今後、改善が求められる項目である。多くの参加

学生は、 ICTスキルが高いと判断し、グループワーク用のプラットフォームとして

ZOOMを一日 3時間程度開放したが、そのほかのツール (Googleドライブ、 Canva等）

については特に指定しなかったが、フォローアップ調査の際、参加学生から「プログ

ラム時間外に自由に交流できる環境が欲しかった」というコメントがあった。グルー

プ内ではオンラインでファイルを作成、編集する場を作り、 Instagramで連絡する環境

を作ったものの、他のグループと交流する場を構築するのは困難である。主催者側は

とし、、

イト し、、 りヽ コミ ショ っeいたよ
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ある。池田 (2018) は、 COIL型プログラムを事例として、オンラインによる共修プロ

グラムの目的は、英語を学ぶことでなく、協力してプロジェクトを成功させることに

あり、必要に応じて翻訳ツールをしてでも意思疎通をすべきであると述べている。

上記のアプローチ以外にも、「参加準備の一環として国立六大学の学生（難しい場合

は、同じ大学の学生）だけで、一度集まるべき」、「プレゼンテーション時間は、しつ

かりと管理しないと不公平」といったプログラム運営に関する有意義なコメントもあ

った。学生と教員の事前準備に閑しては、 COIL型プログラムを事例として田中 (2022)

も、その重要性について考察している。

8. まとめ

本プログラム実施にあたっては十分な準備が求められるが、実際には時間、投入で

きるリソースともに非常に限定された状況での企画・運営となった。しかしながら、

既存の学習用動画、授業で使用している既存スライドを再編集することで、 4 日間の

オンラインプログラムの教材を準備することができた。新たに購入を必要とする資機

材もなく、投入した人的リソース以外は、ほぼゼロでのプログラム実施となった。一

方、改善点はあるものの参加学生の満足度は概して高く、深い学びのあるプログラム

であったという結果が得られた。何よりも、 AUNからの参加学生、国立六大学の学生

を含め、プログラムの修了率が高かったことが、課外活動外で実施したプログラムと

しては、特記すべき点であったと考える。

令和 4年度の国立六大学と AUNのプログラムに関しては、日本から派遣するプログ

ラムについては、実渡航が計画されているが、東南アジアからの受入プログラムにつ

いては、継続してオンラインプログラムの実施が検討されている。これは、所得が低

い ASEAN諸国の学生の参加は、奨学金の確保なしに実現が難しいこと、また、実渡

航を伴う受入プログラムを運営するだけの人的リソースが、国立六大学側にないため

である。しかしながら、この状況を悲観的にとらえるのではなく、今回のプログラム

以上に学びがあり、 AUN加盟大学からの参加学生と国立六大学からの参加学生の交流

が深まるプログラム実施に向けて準備を開始したい。そして、アンケートで複数名の

学生がコメントしたように、オンラインプログラムを通じて、相手の国について興味

関心を持った後、いつかお互いの国を訪間し、さらに親交を深めていってもらいたい。

ロクラム る つ | l 

つ こ り 申

より ロクラム
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